
2019年12月20日（金）

ひろしまＮＰＯセンター・中国地方ＥＳＤセンター

松原 裕樹

ＥＳＤ推進ネットワーク全国フォーラム２０１９
ＳＤＧｓを達成していくための人づくり：ＥＳＤｆｏｒ２０３０を見据えて

セッション３：グループディスカッション

地域でＥＳＤを広め、
深めるための課題と工夫



【お願い】 各セクターで集まって座る



オリエンテーション



オリエンテーション

■セッション1 ■
ESDの国際動向・国内動向
◎文部科学省◎環境省

■セッション2 ■ 【パネルディスカッション】
SDGsを地域で達成していくための人づくりと
そのためのネットワークのさらなる展開
◎教育委員会◎学校◎社会教育◎自治体◎企業

■セッション3 ■ 【グループディスカッション】
地域でESDを広め、深めるための課題と工夫
◎参加者全員

■セッション4 ■ 【分科会】
「ESD for 2030」を見据えたESD推進の在り方
◎参加者全員

参加者それぞれの視点・経験からの
「成果」 「課題」

共有と
「提案」

■セッション5 ■ 【全体総括】
◎参加者全員

１
日
日

２
日
目
日 フォーラム二日間の意見交換から

次期国内実施計画への提案に
つながる事項の
取りまとめ

各セクター代表からの
実践上の「成果」と「課題」

および
「提案」

各テーマの視点・経験からの
「成果」 「課題」

共有と
「提案」

ESD全般、また、ESD推進ネットワークに
ついて振り返り

＋今後のワク組みの共有

全国フォーラム２０１９ 全体概要



オリエンテーション

ＯＵＴＣＯＭＥＳ （目標）

ＥＳＤの広がりと深まり

高め合う

整理する

実感する

これまでの成果とこれからの課題

相互啓発やノウハウ交流



オリエンテーション

ＡＧＥＮＤＡ （スケジュール）

グループワーク≪前半≫

「ＥＳＤ実践の
成果・課題をわかちあう」

グループワーク≪後半≫

「２０３０年に向けて
ＥＳＤで目指すことを探る」



オリエンテーション

ＲＵＬＥ （心がまえ）

Ｌｉｓｔｅｎ 聞く・聴く
Ｏｐｅｎ 心をひらく
Ｖｏｉｃｅ 声に出す
Ｅｎｊｏｙ 楽しむ



オリエンテーション

ＲＵＬＥ （心がまえ）

Ｌｉｓｔｅｎ 聞く・聴く
Ｏｐｅｎ 心をひらく
Ｖｏｉｃｅ 声に出す
Ｅｎｊｏｙ 楽しむ



オリエンテーション

ＲＵＬＥ （心がまえ）

Ａｃｔｉｏｎ 行動する
Ａｃｔｉｏｎ 行動する
Ａｃｔｉｏｎ 行動する



ウォーミングアップ



どちらが長い？

ウォーミングアップ



どちらが長い？

ウォーミングアップ



どちらが長い？

ウォーミングアップ



どちらが長い？

ウォーミングアップ



机に座っていても

社会の問題は

解決できない

ウォーミングアップ



オリエンテーション

ＲＵＬＥ （心がまえ）

Ａｃｔｉｏｎ 行動する
Ａｃｔｉｏｎ 行動する
Ａｃｔｉｏｎ 行動する



グループワーク ≪前半≫

ＥＳＤ実践の
成果・課題を
わかちあう



①４人組をつくる
②自己紹介
③個人ワーク・シェア
④模造紙への貼出・整理

グループワーク≪前半≫の流れ

≪前半≫ ＥＳＤ実践の成果・課題をわかちあう



同じセクター（立場）で
前後左右の人と
４人組をつくり

１人１分の自己紹介

①４人組をつくる ②自己紹介

≪前半≫ ＥＳＤ実践の成果・課題をわかちあう



成果・課題の抽出 （個人ワーク：７分）

③個人ワーク・シェア

≪前半≫ ＥＳＤ実践の成果・課題をわかちあう

【成 果】
ＥＳＤ実践活動を
通して、▲▲と
一緒に「ＥＳＤを
広げる、深める」
ができたこと

【課 題】
ＥＳＤｆｏｒ２０３０
に向けて、
◆◆と一緒に
取り組みたいこと



≪前半≫ ＥＳＤ実践の成果・課題をわかちあう

【成 果】 【課 題】

【例】 学校及び学校教育行政等



≪前半≫ ＥＳＤ実践の成果・課題をわかちあう

【成 果】
＊子どもとの学びあい、資質
・能力向上、地域での活躍

＊地元ＮＰＯと連携した地域
に開かれた学校づくり

＊社会教育施設の見学を通じ
たＥＳＤ環境学習

＊学校同士の情報交換や勉
強会

＊教育委員会がマルチステー
クホルダーとＥＳＤの普及啓
発や人材育成 など

【課 題】

【例】 学校及び学校教育行政等



≪前半≫ ＥＳＤ実践の成果・課題をわかちあう

【課 題】
＊研究者や先進校と新学習指導
要領をふまえたＥＳＤカリキュラム
マネジメント

＊幼・小・中の連携を通じたＥＳＤ
の取組継続

＊学校内外の関係者とＥＳＤの
視点から教職員の働き方改革
に取り組む

＊専門家や企業と一緒に探求学習
のＳＤＧｓ教材を開発する

＊地域の自主防災組織と連携して
防災・減災のＥＳＤプログラム
を展開する など

【例】 学校及び学校教育行政等

【成 果】
＊子どもとの学びあい、資質
・能力向上、地域での活躍

＊地元ＮＰＯと連携した地域
に開かれた学校づくり

＊社会教育施設の見学を通じ
たＥＳＤ環境学習

＊学校同士の情報交換や勉
強会

＊教育委員会がマルチステー
クホルダーとＥＳＤの普及啓
発や人材育成 など



成果・課題の抽出 （個人ワーク：７分）

③個人ワーク・シェア

≪前半≫ ＥＳＤ実践の成果・課題をわかちあう

【成 果】
ＥＳＤ実践活動を
通して、▲▲と
一緒に「ＥＳＤを
広げる、深める」
ができたこと

【課 題】
ＥＳＤｆｏｒ２０３０
に向けて、
◆◆と一緒に
取り組みたいこと



成果・課題のグループ共有 （１人１分）

③個人ワーク・シェア

≪前半≫ ＥＳＤ実践の成果・課題をわかちあう

【成 果】
ＥＳＤ実践活動を
通して、▲▲と
一緒に「ＥＳＤを
広げる、深める」
ができたこと

【課 題】
ＥＳＤｆｏｒ２０３０
に向けて、
◆◆と一緒に
取り組みたいこと



協力してグルーピング・見出しをつける

④模造紙への貼出・整理

≪前半≫ ＥＳＤ実践の成果・課題をわかちあう

学校及び学校教育行政等

成 果 課 題
見出し

見出し

見出し 見出し見出し

見出し見出し見出し



グループワーク ≪後半≫

２０３０年に向けて
ＥＳＤで

目指すことを探る



①グループ（４人組）
ディスカッション

②全体共有

グループワーク≪後半≫の流れ

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



ディスカッションと付箋の貼出 （１５分）
～ゆるやかな合意形成～

①グループディスカッション

【ＥＳＤ推進ネットワークを通して
２０３０年に達成したいこと】

＊目指す社会の具体像
＊ＥＳＤ推進ネットワークのあり方
＊解決したい地域課題 など

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



ＥＳＤは、目的か手段か！？

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



①政策的支援 （ＥＳＤに対する政策的支援）

②機関包括型アプローチ
（ＥＳＤへの包括的取組）

③教育者 （ＥＳＤを実践する教育者の育成）

④ユース （ＥＳＤへの若者の参加の支援）

⑤地域コミュニティ
（ＥＳＤへの地域コミュニティの参加の促進）

ＧＡＰ （グローバル・アクション・プログラム）

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



①情報の収集・発信
②ＥＳＤ支援体制の整備
③ネットワーク形成と

学び合いの促進
④人材育成

ＥＳＤ推進ネットワークの４つのはたらき

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



ＳＤＧｓ

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



日本のＳＤＧｓ達成度

※サスティナブル・ブランド・ジャパン

赤 ：最大の課題
オレンジ ：重要課題

：課題が残っている
緑 ：ＳＤＧｓが達成できている

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



新学習指導要領

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



地域循環共生圏

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



社会の変化

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



人権
抑圧

戦争
気候
変動

種の
絶滅

格差過剰
消費

貧困

資源
枯渇

飢餓

ジェンダー
不平等

ワーキング
プア

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



ＫＬＩＭＡＴＥ
ＪＵＳＴＩＣＥ !

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



人口減少・高齢化

貧困格差

虐待・いじめ

国際化・多文化共生
災害多発

エネルギー

８０５０問題

自給率

まち・ひと・しごと創生
安全保障

ＩｏＴ・ＡＩ・５Ｇ

働き方改革
医療・介護

過密化・過疎化

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



ＥＳＤで何を目指すのか！？

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



ディスカッションと付箋の貼出 （１５分）
～ゆるやかな合意形成～

①グループディスカッション

【ＥＳＤ推進ネットワークを通して
２０３０年に達成したいこと】

＊目指す社会の具体像
＊ＥＳＤ推進ネットワークのあり方
＊解決したい地域課題 など

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



学校及び学校教育行政等

成 果 課 題
見出し

見出し

見出し 見出し見出し

見出し見出し見出し

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る

ディスカッションと付箋の貼出 （１５分）

①グループディスカッション



各セクターからトピック発表（１分ずつ）

②全体共有

【ＥＳＤ推進ネットワークを通して
2030年に達成したいこと】

＊目指す社会の具体像
＊ＥＳＤ推進ネットワークのあり方
＊解決したい地域課題 など

≪後半≫ 2030年に向けてＥＳＤで目指すことを探る



セッション３

ありがとうございました


